
児童数 ４８８名

（令和５年７月３日現在）

学校通信 糸島市立南風小学校
校長 廣渡 一郎
令和５年７月３日（月）South  wind’s warm heart

南 風 №４

愛すること・愛されていることを自覚させること

明治時代に生き，「馬の神様」と称された馬術家，遊佐幸平さんのことを紹介した言葉です。

「よい馬を調教するときに大切なことは何か」「調教の第一歩は何か」そのように問われた遊佐氏の応えは，馬を愛することである」では
なかった。では遊佐氏は何と応えたか。 「愛されていることを馬に自覚させることである」 これが彼の応えである。教育で大切なことは，
教育の第一歩は「子どもを愛すること」である。ふつうならそんなふうに言うだろう。だが遊佐氏は違った。二つの表現，似てるようで，ちがいは
大きい。「子どもを理解する」と言うのは「あの子はこういう子よ」と通俗的な評価をすることではない。「子どもが自分をどう思っているのか」
「自分（大人）の働きかけをどう受け止めているのか」ということを理解することなのである。この差は大きい。

衝撃を受けました。「子どものことをこんなに考えているのに」「こんなにして（やって）いるのに」と考えていた私。
いかに独りよがりで子どもに寄り添っていなかったかをズバリと指摘されたような気がしました。
まずは，子どもたちを私たちが全力で愛すること。それを自覚できる働きかけのありようについて
知恵をしぼり合っていくことが，子どもたちの笑顔と「自分のよいところ」の自覚につながっていくと信じています。

「七夕伝説」のストーリー。こんな話でしたね。
▶織姫（織姫星：こと座のベガ）は天帝の娘で機織の
上手な働き者。夏彦（彦星：わし座のアルタイル）も
働き者。▶天帝は二人の結婚を認め，めでたく夫婦と
なったが夫婦生活が楽しく，織姫は機を織らなくなり
夏彦は牛を追わなくなった。▶怒った天帝は二人を
天の川を隔てて引き離す。が，年に１度，７月７日の
夜だけ逢うことをゆるした。

大まかな筋はだいたいこのようなものですが，地域や本に
よって▼七夕の夜，雨が降ると天の川が氾濫して逢えない
▼雨が降るとカササギが橋渡しになって逢うことができた
▼雨が降るように祈る，というように違いもあるようです。
七夕の異名は「星合い」。また，７月７日に降る雨は織姫と
夏彦が流す「催涙雨（さいるいう）」とも呼ばれるそう。
先月末，３０日金曜日は大雨に備えて午後放課措置。
保護者の皆さまにはご心配，ご迷惑をおかけしました。
対応していただき，有難うございます。
梅雨明けまでもうしばらく。感染症，熱中症予防，対策
にも引き続き力を注ぐ必要があります。
学校でも声かけ，働きかけを続けていきます。

７・８月の 主な予定

自分のよいところたなばたさま

ささの葉さらさら のきばにゆれる
お星さまきらきら きんぎんすなご

ごしきのたんざく わたしがかいた
お星さまきらきら 空からみてる

■□■第２回ほごしゃ先生■□■

８日の土曜授業は「第２回ほごしゃ先生」。
今年は，●ロボット指をつくって動かそう●１２マス
鬼ごっこ●革で小物をつくろう●プチ火山学●作って
とばそう風船ロケット●折り紙でおもちゃを作ろう
●校内謎解きウォークラリー●作ってとばして動いて
遊ぶぞ●ミニテニスを楽しもう●みんなでバレーボールを
楽しもう●やってみようバドミントン
という１１のメニューを準備して
いただきました。企画いただいた
郷原キャプテンはじめ執行部の皆様。
「せんせい」として準備，御指導
いただく皆様。子どもたちの笑顔の
ために，有難うございます。

４日 火 エルフの会読み聞かせ（３年）

７日 金 委員会活動

８日 土 土曜授業 南風寺子屋 ほごしゃ先生

１０日 月 イングリッシュ・ウィーク

１２日 水 ピンクシャツ・デイ

１４日 金 夏休み前大掃除 みなかぜ塾（５年）

１６日 金 委員会活動

２０日 木 夏休み前全校朝会

下のグラフは，「自分にはよいところがあると思い
ますか」という問いに対する南風小の子どもたちの
応えを示したもの。６月，２年生から６年生までに
行ったアンケート調査の結果です。

■□■ふれあい夏祭り■□■

８月１９日の土曜日は南風ふれあい夏祭り。

久しぶりの開催です。「夏まつり委員」の皆さんを
中心に今，準備をすすめていただいています。
●子どもみこし●オープニングセレモニー
●各団体によるステージ発表
●お楽しみ抽選会●ミニ花火
といった企画がすすんでいます。
委員の皆様，有難うございます。

２４日 月 個人面談 ※２６日まで

８月

１９日
土 ふれあい夏まつり

２８日 月
集団登校開始 ※９月５日まで
夏休み後全校朝会

グラフの下の数字が「とてもそう思う」，上は
「まあまあそう思う」と回答した子の割合。
２年生と３年生は８割超，４年生から６年生は
７割を超える子どもたちが「自分のよいところ」を
自覚しています。
「自分のよいところ」の自覚，
自己肯定感を高めることは，
子どもの自信，やる気，そして
自立する力に直結します。
全ての子どもが「自分のよいところ」を
自覚できるよう，これまで同様，地域ぐるみで
子どもに寄り添い，関わっていきたいと思います。


